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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ル ア ー 本 体 と 釣 針 と 釣 糸 と を セ ッ ト に し た 魚 釣 用 ル ア ー で あ っ て 、
前 記 釣 針 は 、 直 線 状 の 釣 針 軸 部 と 、 前 記 釣 針 軸 部 に 連 続 す る 略 孤 状 の 釣 針 曲 り 部 と 、 前 記  
釣 針 曲 り 部 に 形 成 さ れ た 釣 針 先 端 部 と 、 前 記 釣 針 軸 部 の 端 部 に 形 成 さ れ た 前 記 釣 糸 を 結 ぶ  
釣 糸 接 続 部 と 、 を 備 え 、
前 記 ル ア ー 本 体 は 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 前 部 に 前 記 釣 糸 を 挿 入 す る こ と が 可 能 な 釣 糸 挿 入 口  
を 有 す る 釣 糸 挿 入 通 路 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 後 部 に 前 記 釣 針 の 前 記 釣 針 軸 部 を 挿 入 す る 釣  
針 挿 入 口 を 有 す る 釣 針 挿 入 通 路 と 、 を 備 え 、
前 記 ル ア ー 本 体 の 内 部 に て 前 記 釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 繋 が り 、
前 記 釣 糸 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 糸 は 前 記 釣 針 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 の 前 記  
釣 糸 接 続 部 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ り 、
前 記 釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 、 1 8 0 度 で な い 角 度 で 繋 が る 通 路 を 形 成 し て い る  
こ と を 特 徴 と す る 魚 釣 用 ル ア ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 、 前 記 釣 針 挿 入 口 の 位 置 が 前 記 ル ア ー 本 体 の 上 部 後 方 に 位 置 す る 場 合  
は 前 記 ル ア ー 本 体 の 側 面 視 後 方 上 部 外 周 に 対 し て 平 行 に 設 け ら れ 、 前 記 釣 針 挿 入 通 路 が 前  
記 ル ア ー 本 体 の 下 部 後 方 に 位 置 す る 場 合 は 前 記 ル ア ー 本 体 の 側 面 視 後 方 下 部 外 周 に 対 し 平  
行 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 記 載 の 魚 釣 用 ル ア ー 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　4　（全10頁）
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　 前 記 ル ア ー 本 体 は 、 左 右 一 対 の 弾 性 素 材 の ヒ レ を 備 え 、 前 記 ヒ レ は 、 前 記 釣 針 挿 入 口 よ  
り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 の 露 出 部 分 を 左 右 か ら 挟 ん で 被 い 隠 す よ う に 設 け ら れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 1 記 載 の 魚 釣 用 ル ア ー 。
【 請 求 項 ４ 】
ル ア ー 本 体 を 備 え 、 前 記 ル ア ー 本 体 前 部 に 釣 糸 を 挿 入 す る こ と が 可 能 な 釣 糸 挿 入 口 を 有 す  
る 釣 糸 挿 入 通 路 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 後 部 に 釣 針 挿 入 口 を 有 し て 釣 針 の 軸 部 を 収 め る こ と が  
出 来 、 且 つ 前 記 釣 針 軸 部 よ り 長 い 釣 針 挿 入 通 路 と 、 を 備 え 、 前 記 ル ア ー 本 体 内 部 に て 前 記  
釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 1 8 0 度 で な い 角 度 で 繋 が り 、 前 記 釣 糸 挿 入 口 よ り 挿 入  
さ れ た 釣 糸 と 前 記 釣 針 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 が 保 有 す る 前 記 釣 糸 接 続 部 を 接 続 す  
る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 魚 釣 用 ル ア ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 魚 釣 り 用 具 、 特 に 魚 に 模 し た 魚 釣 用 ル ア ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 元 来 ル ア ー は 餌 と な る 小 魚 を 模 し て お り 、 露 出 し て い る 針 を 対 象 の 魚 の 口 に 掛 け て 釣 り  
上 げ る 為 に 利 用 さ れ て い る が 、 近 年 従 来 の ル ア ー の 形 状 は 魚 に 記 憶 さ れ つ つ あ り 、 よ り 本  
来 の 魚 に 近 似 し た ル ア ー が 多 く 開 発 さ れ て い る 。 し か し 、 本 来 の 魚 に は 露 出 し て い る 針 は  
付 い て お ら ず 、 近 年 非 常 に 精 巧 に 作 ら れ て い る ル ア ー に 於 い て も 、 露 出 し た 三 叉 の 釣 針 を  
ル ア ー 本 体 の 前 後 に 取 り 付 け て い る も の が 主 流 で あ り 、 釣 針 の 取 り 付 け 位 置 ・ 取 り 付 け 方  
法 自 体 に 改 善 は 見 ら れ な い 。
　 ま た 、 露 出 し た 針 は ル ア ー 本 体 に ぶ ら 下 が っ て い る 状 態 で あ り 、 障 害 物 に 掛 か り や す く  
、 紛 失 し た ル ア ー は 環 境 汚 染 の 原 因 の 一 つ と な っ て い る 。 更 に 、 露 出 し た 釣 針 が 使 用 人 や  
周 囲 の 人 に 誤 っ て 刺 さ る 事 故 も 起 き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 三 叉 の 釣 針 を 露 出 し て 取 り 付 け な い 発 明 と し て 特 許 文 献 １ が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ２ １ － １ ６ ３ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ の 魚 釣 り 用 ル ア ー に 於 い て は 、 釣 針 の 軸 部 は 隠 れ て お り 誤 っ て 刺 さ り 難  
く な っ て い る 。 し か し 、 ル ア ー 本 体 を 貫 く 釣 針 挿 通 路 は 直 線 で あ り 、 釣 針 の 軸 部 が 長 く な  
る 為 、 従 来 の 釣 針 は 使 用 で き ず 、 専 用 の 釣 針 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 市 販 さ れ  
て い る 汎 用 品 の 釣 針 を 使 用 し な が ら も 、 釣 針 の 露 出 を 少 な く し た 魚 釣 用 ル ア ー を 提 供 す る  
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 に 鑑 み て 本 発 明 は 、 魚 釣 用 ル ア ー で あ っ て 、
釣 針 は 、 直 線 状 の 釣 針 軸 部 と 、 前 記 釣 針 軸 部 に 連 続 す る 略 孤 状 の 釣 針 曲 り 部 と 、 前 記 釣 針  
曲 り 部 に 形 成 さ れ た 釣 針 先 端 部 を 有 し 、 前 記 釣 針 軸 部 の 端 部 に 形 成 さ れ た 釣 糸 を 結 ぶ 釣 糸  
接 続 部 を 備 え 、
　 前 記 ル ア ー 本 体 は 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 前 部 に 釣 糸 を 挿 入 す る こ と が 可 能 な 釣 糸 挿 入 口 を  
有 す る 釣 糸 挿 入 通 路 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 後 部 に 前 記 釣 針 の 前 記 釣 針 軸 部 を 挿 入 す る 釣 針  
挿 入 口 を 有 す る 釣 針 挿 入 通 路 と 、 を 備 え 、
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　 前 記 ル ア ー 本 体 の 内 部 に て 前 記 釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 繋 が り 、
　 前 記 釣 糸 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 糸 は 前 記 釣 針 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 の 前  
記 釣 糸 接 続 部 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 魚 釣 用 ル ア ー の 好 適 な 実 施 形 態 の 一 つ で は 、 前 記 釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針  
挿 入 通 路 は 、 １ ８ ０ 度 で な い 角 度 で 繋 が 通 路 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 魚 釣 用 ル ア ー の 好 適 な 実 施 形 態 の 一 つ で は 、 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は 、 前 記 釣  
針 挿 入 口 の 位 置 が 前 記 ル ア ー 本 体 の 上 部 後 方 に 位 置 す る 場 合 は 前 記 ル ア ー 本 体 後 方 外 周 に  
対 し て 平 行 に 設 け ら れ 、 前 記 釣 針 挿 入 通 路 が 前 記 ル ア ー 本 体 の 下 部 後 方 に 位 置 す る 場 合 は  
前 記 ル ア ー 本 体 の 後 方 外 周 に 対 し 平 行 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。 尚 、 本 発 明 に 於 け  
る 平 行 と は 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 後 方 外 周 に 対 し 、 全 く の 同 様 な 角 度 で は な く 、 可 能 な 限 り  
同 様 な 角 度 が 望 ま し い の で あ り 、 前 記 釣 糸 挿 入 通 路 及 び 前 記 釣 針 挿 入 通 路 の 位 置 等 の 状 況  
に よ り 角 度 は 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 魚 釣 用 ル ア ー の 好 適 な 実 施 形 態 の 一 つ で は 、 左 右 一 対 の 弾 性 素 材 の ヒ レ を  
備 え 、 前 記 ヒ レ は 、 前 記 釣 針 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 の 露 出 部 分 を 左 右 か ら 挟 ん で  
被 い 隠 す よ う に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 に 鑑 み て 本 発 明 は 、 ル ア ー 本 体 を 備 え 、 前 記 ル ア ー 本 体 前 部 に 釣 糸 を 挿 入 す る  
こ と が 可 能 な 釣 糸 挿 入 口 を 有 す る 釣 糸 挿 入 通 路 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 後 部 に 釣 針 挿 入 口 を 有  
し て 釣 針 の 軸 部 を 収 め る こ と が 出 来 、 且 つ 前 記 釣 針 軸 部 よ り 長 い 釣 針 挿 入 通 路 と 、 を 備 え  
、 前 記 ル ア ー 本 体 内 部 に て 前 記 釣 糸 挿 入 通 路 と 前 記 釣 針 挿 入 通 路 は １ ８ ０ 度 で な い 角 度 で  
繋 が り 、 前 記 釣 糸 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 釣 糸 と 前 記 釣 針 挿 入 口 よ り 挿 入 さ れ た 前 記 釣 針 が  
保 有 す る 前 記 釣 糸 接 続 部 を 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 魚 釣 用 ル ア ー は 、 釣 糸 を 釣 糸 挿 入 通 路 よ り 、 釣 針 を 釣 針 挿 入 通 路 に 挿 入 し 、 釣  
糸 は 釣 針 の 釣 糸 接 続 部 に 接 続 さ れ る 為 、 釣 針 軸 部 は 露 出 し な い 。 又 、 釣 糸 を ル ア ー 本 体 へ  
引 き 込 む 為 、 釣 針 軸 部 は ど の よ う な 長 さ で も 良 い 。 そ の 為 、 特 許 文 献 １ の よ う な 、 専 用 の  
釣 針 は 不 要 と な り 、 汎 用 品 の 釣 針 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 釣 針 挿 入 通 路 と 釣 糸 挿 入 通 路 が 直 線 状 に な っ た 場 合 に は 、 釣 針 の 先 端 が ル ア ー 本 体  
と 近 接 す る こ と に な り 、 魚 が か か り 難 く な っ て し ま う 。 こ の 為 、 釣 糸 と 釣 針 の 接 続 部 の 位  
置 が 自 ず と 限 定 さ れ 、 ル ア ー の 設 計 に 大 き な 制 限 が か か る 。
　 こ れ を 解 決 す る 為 に 、 釣 糸 挿 入 通 路 及 び 釣 針 挿 入 通 路 を 、 １ ８ ０ 度 で な い 角 度 で 繋 げ る  
こ と に よ り 、 釣 糸 の 挿 入 角 度 と 釣 針 軸 部 の 角 度 を 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 釣 針 挿 入 通 路 を 可 能 な 限 り 、 ル ア ー 本 体 の 側 面 視 後 方 外 周 に 対 し 平 行 に 設 け る 事 に  
よ り 、 釣 針 の 針 先 と ル ア ー 本 体 が 近 づ く こ と を 防 止 し 、 針 先 が ル ア ー 本 体 か ら 離 れ る の で  
魚 の 掛 か り が 良 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 魚 釣 用 ル ア ー は 、 釣 針 の 先 端 部 分 を 弾 性 素 材 の ヒ レ に て 挟 み 込 む 為 、 釣 針 の 先  
端 は 露 出 せ ず 、 捕 食 す る 魚 に 咥 え ら れ た 圧 力 に よ っ て 釣 針 が 露 出 す る 構 造 と な っ て い る 為  
、 障 害 物 や 釣 人 又 は 、 周 囲 の 人 に 誤 っ て 掛 か っ て し ま う 事 故 を 大 幅 に 低 減 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】   本 発 明 に 関 わ る 魚 釣 用 ル ア ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】   本 発 明 に 関 わ る 魚 釣 用 ル ア ー の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】   本 発 明 に 関 わ る 魚 釣 用 ル ア ー の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】   図 ２ に お け る ｉ － ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】   図 ４ に お け る ｉ ｉ － ｉ ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】   釣 針 挿 入 口 を ル ア ー 本 体 下 部 後 方 に 設 け た 場 合 の 図 ２ に お け る ｉ － ｉ 線 断 面 図  
で あ る 。
【 図 ７ 】   釣 針 挿 入 口 を ル ア ー 本 体 後 方 に 設 け た 場 合 の 図 ２ に お け る ｉ － ｉ 線 断 面 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 全 体   本 体 ・ 針 ・ ヒ レ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 各 図 で は 、 釣 糸 １  
０ 及 び 釣 針 ２ ０ を 省 略 し て い る 場 合 が あ る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 関 わ る 側 面 図 で あ  
る 。 図 ２ は 釣 針 ２ ０ を 省 略 し た 図 １ の 魚 釣 用 ル ア ー を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 こ の 発  
明 の 魚 釣 用 ル ア ー は 、 魚 の 形 状 を 模 し た ル ア ー 本 体 ０ と 、 弾 性 素 材 の 背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５  
、 腹 ビ レ ６ と 釣 針 ２ ０ を 有 し て い る 。
　 図 ４ に 示 す 通 り 、 こ の 釣 針 ２ ０ は 、 直 線 状 の 釣 針 軸 部 ２ ３ と 釣 針 軸 部 ２ ３ に 連 続 す る 略  
孤 状 の 釣 針 曲 り 部 ２ ２ と 釣 針 曲 り 部 ２ ２ に 形 成 さ れ た 針 先 で あ る 釣 針 先 端 部 ２ １ を 有 し 、  
釣 針 軸 部 ２ ３ の 端 部 に 形 成 さ れ た 釣 糸 １ ０ を 結 ぶ 釣 糸 接 続 部 ２ ４ を 備 え て い る 。
　 図 ２ に 示 す 通 り 、 こ の 背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５ は 一 部 も し く は 全 部 が 左 右 に 分 か れ て い る 。  
図 ２ で は 図 示 さ れ て い な い 腹 ビ レ ６ も 同 様 の 形 状 と な っ て い る 。 な お 、 ヒ レ は 魚 が 持 つ 代  
表 的 な ヒ レ を 模 し て い る の で あ り 、 図 １ に 示 す 位 置 で な く て も 良 い 。
　 以 下 、 背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５ 、 腹 ビ レ ６ の 何 れ か を 特 定 し な い 場 合 、 ま た は 、 全 て を 指 す  
場 合 は 総 称 し て ヒ レ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 通 路 → 糸 → 針 → ヒ レ ）
　 図 ３ は ル ア ー 本 体 ０ の 正 面 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ２ に お け る ｉ － ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の ル ア ー は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 通 り 、 ル ア ー 本 体 ０ の 前 部 に 開 口 す る 釣 糸 挿 入  
口 １ か ら 後 方 に 延 伸 す る 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 、 ル ア ー 本 体 ０ の 後 部 に 開 口 す る 釣 針 挿 入 口  
３ か ら 前 方 に 延 伸 す る 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ を 備 え 、 ル ア ー 本 体 ０ の 通 路 接 続 点 ２ で 繋 が る 。
　 釣 糸 １ ０ を 釣 糸 挿 入 口 １ よ り 挿 入 し 、 釣 針 ２ ０ の 釣 糸 接 続 部 ２ ４ 及 び 、 釣 針 軸 部 ２ ３ を  
釣 針 挿 入 口 ３ よ り 挿 入 す る 。
　 ル ア ー 本 体 ０ は 更 に 、 釣 針 先 端 部 ２ １ が ヒ レ の 分 か れ 目 の 間 に 位 置 す る よ う に 、 ヒ レ を  
設 け る 。
　 従 来 の ル ア ー は 、 ル ア ー 本 体 に 針 が 露 出 し て ぶ ら 下 が っ て い る 状 態 で あ り 、 障 害 物 に 非  
常 に 掛 か り や す く 、 特 許 文 献 １ の 魚 釣 用 ル ア ー に 於 い て も 釣 針 の 先 端 部 分 が 露 出 し て い る  
。 本 発 明 の ル ア ー で は 、 釣 針 軸 部 ２ ３ は 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ に 内 包 さ れ 、 露 出 す る 釣 針 先 端  
部 ２ １ は 背 ビ レ ４ に 挟 ま れ 、 図 ３ に 示 す 通 り 、 釣 針 ２ ０ は ル ア ー 本 体 ０ を 前 面 か ら 見 れ ば  
完 全 に 隠 れ 魚 か ら は 見 え な く な っ て い る 。 又 、 ヒ レ は 弾 性 素 材 の 為 、 捕 食 す る 魚 に 咥 え ら  
れ た 際 の 圧 力 に よ っ て 釣 針 先 端 部 ２ １ が 露 出 す る 為 、 障 害 物 や 釣 人 又 は 、 周 囲 の 人 に 誤 っ  
て 掛 か っ て し ま う 事 故 を 大 幅 に 削 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 各 部 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 通 路 ）
　 ル ア ー 本 体 ０ の 前 方 に は 釣 糸 挿 入 口 １ が 設 け ら れ 釣 糸 １ ０ が 容 易 に 挿 入 で き る 程 度 の 直  
径 で あ る 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ が ル ア ー 本 体 中 央 に 向 か っ て 設 け ら れ て お り 、 ル ア ー 後 方 よ り  
延 伸 す る 、 ル ア ー 上 部 後 方 に 設 け ら れ て い る 釣 針 挿 入 口 ３ を 有 す る 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ と ル  
ア ー 本 体 ０ の 通 路 接 続 点 ２ に て 繋 が る 。
　 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ は 、 図 ４ に 示 す 通 り 、 １ ８ ０ 度 で な い 角 度 で 繋 げ  
る こ と が 出 来 る 為 、 釣 糸 挿 入 口 １ 及 び 、 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 釣 針 挿 入 口 ３ 及 び 、 釣 針 挿 入  
通 路 １ ２ は 自 由 に 設 定 す る こ と が 出 来 る 。
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　 特 許 文 献 １ の 魚 釣 用 ル ア ー で は 、 釣 針 挿 通 路 が 直 線 で 、 且 つ 釣 糸 と 釣 針 の 接 続 部 が ル ア  
ー 先 端 に 露 出 す る よ う 設 計 さ れ て い る た め 専 用 の 釣 針 が 必 須 で あ る が 、 本 発 明 の 魚 釣 用 ル  
ア ー で は 、 釣 糸 と 釣 針 の 接 続 部 が ル ア ー 本 体 ０ に 内 包 さ れ る 為 、 専 用 の 釣 針 を 用 い る 必 要  
が な く 、 釣 針 挿 入 口 ３ 及 び 、 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ の 口 径 よ り 釣 糸 接 続 部 ２ ４ の 径 が 小 さ け れ  
ば 種 類 を 問 わ ず 市 販 の 釣 針 を 使 用 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 通 路 で の 利 点 ）
　 又 、 魚 釣 用 ル ア ー で は 従 来 、 ル ア ー 本 体 の 先 端 部 分 に 釣 糸 を 結 ぶ が 、 特 許 文 献 １ の 魚 釣  
用 ル ア ー で は ル ア ー 先 端 中 央 部 分 に 結 び 目 を 設 け る と 、 釣 針 の 先 端 が ル ア ー 本 体 に 近 づ く  
為 、 魚 に 針 が か か り 難 く な る 。 し か し 、 釣 針 の 先 端 を ル ア ー か ら 離 す と 、 釣 針 の 結 び 目 は  
ル ア ー の 先 端 中 央 か ら ル ア ー 先 端 上 部 へ 移 動 し な け れ ば な ら ず 、 ル ア ー を 引 く 力 点 が ず れ  
る 為 、 本 来 の ル ア ー の 動 き を 実 現 で き ず 、 ま た 、 ル ア ー の 動 き を 実 現 す る た め の リ ッ プ が  
付 け 難 く な る な ど 、 ル ア ー の デ ザ イ ン の 可 能 性 が 大 幅 に 制 限 さ れ て し ま う 。
　 本 発 明 の 魚 釣 り 用 ル ア ー は 、 図 ４ に 示 す 通 り 、 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ を  
異 な る 角 度 に て 設 け る こ と に よ り 、 釣 針 先 端 部 ２ １ と ル ア ー 本 体 ０ が 近 接 せ ず 、 魚 の 掛 か  
り が よ く な る 。
　 更 に 、 釣 糸 挿 入 口 １ 及 び 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 釣 針 挿 入 口 ３ 及 び 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ の 設 置  
す る 場 所 を 自 由 に 設 定 で き 、 従 来 の ミ ノ ー タ イ プ の ル ア ー の よ う に 釣 糸 挿 入 口 １ を 先 端 中  
央 に 設 け る 事 も 、 バ イ ブ レ ー シ ョ ン タ イ プ の ル ア ー の よ う に ル ア ー 本 体 ０ の 先 端 上 部 に 設  
け る 事 も 可 能 で あ り 、 寧 ろ ル ア ー 本 体 の 何 処 で も 自 由 に 設 け る こ と が 出 来 る 。 こ の 発 明 に  
よ り 、 こ の 図 で は 省 略 し て い る が 、 ル ア ー 本 体 ０ を 水 中 で 動 か す 為 の ル ア ー 本 体 ０ の 先 端  
下 部 に 取 り 付 け る ル ア ー リ ッ プ に 於 い て も 従 来 通 り 取 り 付 け る 事 が 可 能 と な る 。 又 、 釣 針  
挿 入 口 ３ に 於 い て も 同 様 に 、 自 由 に 設 置 場 所 を 選 択 す る 事 が 出 来 る 為 、 近 年 リ ア ル ル ア ー  
に 用 い ら れ る ジ ョ イ ン ト タ イ プ の ル ア ー に も 対 応 が 可 能 と な り 、 デ ザ イ ン の 自 由 度 を 従 来  
の ル ア ー と 変 わ ら ず 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 通 路 の 設 置 ）
　 釣 糸 挿 入 口 １ 及 び 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ は 、 ル ア ー 本 体 ０ の 前 方 、 釣 針 挿 入 口 ３ 及 び 釣 針 挿  
入 通 路 １ ２ は ル ア ー 本 体 の 後 方 で あ れ ば ど こ で も 設 置 で き る が 、 対 象 の 魚 が 食 い 付 い た 際  
に 確 実 に フ ッ キ ン グ さ せ る た め に 、 釣 針 挿 入 口 ３ が 図 ４ に 示 す 通 り ル ア ー 本 体 後 方 上 部 に  
設 置 さ れ る 場 合 は 、 ル ア ー 本 体 ０ の 側 面 視 後 方 上 部 外 周 上 の 任 意 の 点 Ａ に 於 け る 接 線 Ｂ に  
な る べ く 平 行 に 、 釣 針 挿 入 口 ３ が 図 ６ に 示 す 通 り 、 ル ア ー 本 体 ０ 後 方 下 部 に 設 置 さ れ る 場  
合 は 、 ル ア ー 本 体 ０ の 側 面 視 後 方 下 部 外 周 上 の 任 意 の 点 Ｃ に 於 け る 接 線 Ｄ と な る べ く 平 行  
に 、 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ が 設 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 こ の ル ア ー 本 体 ０ の 側 面 視 後 方 上 部  
外 周 上 の 任 意 の 点 Ａ 及 び ル ア ー 本 体 ０ の 側 面 視 後 方 下 部 外 周 上 の 任 意 の 点 Ｃ は ル ア ー 本 体  
０ の 後 方 で 自 由 に 移 動 す る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 こ の 項 で 言 う 後 方 と は ル ア ー 本 体 ０ の 側 面 視 中 央 よ り 後 部 を 指 す が 、 釣 針 挿 入 口  
３ の 位 置 は 必 ず し も 中 央 よ り 後 方 で な け れ ば な ら な い の で は な く 、 要 は 釣 針 ２ ０ の 釣 針 軸  
部 ２ ３ が 挿 入 さ れ た 際 に 釣 針 先 端 部 ２ １ と ル ア ー 本 体 ０ と の 間 隔 が 、 魚 が 食 い 付 い た 際 に  
確 実 に フ ッ キ ン グ 出 来 る だ け の 距 離 が 十 分 に 確 保 さ れ て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ヒ レ の 材 質 と 設 置 方 法 ）
　 ル ア ー 本 体 ０ は 変 形 し 難 い 硬 質 材 料 （ 例 え ば 、 木 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 、 硬 質 発 泡 ウ レ タ  
ン 等 ） に よ り 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５ 、 腹 ビ レ ６ は 、 シ リ  
コ ン ゴ ム や エ ラ ス ト マ ー 等 の 弾 性 変 形 可 能 な 軟 質 材 料 に よ り 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。  
背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５ 、 腹 ビ レ ６ は 、 基 端 側 が 図 ４ に 示 す と お り 、 ル ア ー 本 体 ０ の 上 部 、 下  
部 、 後 部 に 形 成 さ れ た 差 込 口 に 挿 入 さ れ る こ と で 、 ル ア ー 本 体 ０ に 固 定 さ れ て お り 、 ヒ レ  
の 差 込 口 は 図 ４ 及 び 図 ５ の 通 り 差 込 口 は 小 さ く 、 奥 は 大 き く な っ て い る 事 で 、 軟 質 素 材 で  
あ る ヒ レ の 基 端 部 を 押 し 込 み 入 れ る こ と が で き 、 一 旦 挿 入 す れ ば 抜 け 難 く な っ て い る 。 し  
か し 、 ヒ レ は 釣 針 ２ ０ の 釣 針 先 端 部 ２ １ を 隠 す よ う に 取 り 付 け ら れ て い れ ば よ い の で あ り  
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、 記 載 の 固 定 方 法 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ヒ レ 自 体 の 形 ）
　 ヒ レ は 図 ５ に 示 す と お り 、 釣 針 先 端 部 ２ １ を 挟 み 込 ん で 隠 す よ う に 設 計 さ れ て お り 、 使  
用 用 途 及 び ル ア ー 本 体 ０ の 大 き さ に 合 わ せ て 、 例 え ば ヒ レ の 形 を 模 し た 長 方 形 の 中 心 で 折  
込 む 形 式 で も 、 基 端 部 よ り ヒ レ の 前 方 の 辺 が 接 合 さ れ て い る 様 に 一 体 成 型 さ れ て い る 形 式  
で も よ い 。 し か し 、 水 流 を 受 け る 事 を 考 慮 し 、 ヒ レ の 前 側 、 ル ア ー 本 体 ０ の 先 端 方 向 は 接  
合 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 使 い 方 ）
　 上 記 の 構 成 を 備 え る ル ア ー は 、 図 ４ に 示 す と お り 、 釣 糸 挿 入 口 １ に 釣 糸 １ ０ を 通 し 、 釣  
針 挿 入 口 ３ よ り 引 き 出 し 釣 糸 接 続 部 ２ ４ と 結 び 、 釣 糸 １ ０ を 引 く こ と で 釣 針 軸 部 ２ ３ は 釣  
針 挿 入 口 ３ に 挿 入 さ れ 、 釣 針 先 端 部 ２ １ を 隠 す 為 に 設 置 さ れ て い る 背 ビ レ ４ 、 尾 ビ レ ５ 、  
腹 ビ レ ６ の 何 れ か に 釣 針 先 端 部 ２ １ を 挟 む こ と に よ り 、 釣 針 先 端 部 ２ １ が 魚 か ら 見 え な く  
な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 通 路 の バ リ エ ー シ ョ ン ）
　 本 発 明 の ル ア ー は 、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 通 り 釣 針 挿 入 口 ３ 及 び 釣 糸 挿 入 通 路 １ ２ の  
位 置 は ル ア ー 本 体 ０ 後 方 で あ れ ば 自 由 に 設 定 で き る 。 図 ４ の 場 合 釣 針 挿 入 口 ３ に 挿 入 さ れ  
た 釣 針 先 端 部 ２ １ を ヒ レ ４ が 、 図 ６ の 場 合 は 釣 針 挿 入 口 ３ に 挿 入 さ れ た 釣 針 先 端 部 ２ １ を  
ヒ レ ６ が 、 図 ７ の 場 合 は 釣 針 挿 入 口 ３ に 挿 入 さ れ た 釣 針 先 端 部 ２ １ を ヒ レ ５ が 挟 み 込 む こ  
と に よ り 隠 す 。 た だ し 、 魚 の 獲 物 に 襲 い か か る 習 性 を 鑑 み れ ば 、 図 ４ に 示 す 位 置 で 設 置 す  
る こ と が 最 も 望 ま し い 。
　 ま た 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ 及 び 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ は ほ ぼ 、 直 線 、  
も し く は 釣 針 ２ ０ の 大 き さ と ル ア ー 本 体 ０ の 大 き さ の 相 関 に 拠 っ て は 、 完 全 な 直 線 で あ っ  
て も 良 く 、 ヒ レ の 形 状 に 拠 っ て は 、 ヒ レ の 取 り 付 け 位 置 に 於 い て も 、 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ 及  
び 、 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ と 平 行 で な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 全 体 の 利 点 ）
　 従 来 の 魚 釣 用 ル ア ー の 釣 針 が ぶ ら さ が っ て 完 全 に 露 出 し て い る の に 対 し 、 本 発 明 の 魚 釣  
用 ル ア ー は 、 釣 針 ２ ０ の 大 部 分 が 露 出 し て い な い 為 、 よ り 本 来 の 魚 に 近 似 さ せ る こ と が で  
き る 。 こ れ に よ り 捕 食 す る 魚 に 違 和 感 を 与 え る こ と 無 く 誘 引 す る こ と が 可 能 と な り 、 釣 果  
の 上 昇 を 期 待 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 魚 釣 り 用 具 、 特 に 魚 に 模 し た 魚 釣 用 ル ア ー に 利 用 で き る 。 釣 針 の 多 く が 露 出  
し な い た め に 、 釣 り の 最 中 に 障 害 物 に 根 が か り し 難 い こ と か ら 、 環 境 保 全 ・ コ ス ト の 面 で  
有 用 で あ り 、 汎 用 的 な 魚 釣 用 ル ア ー と し て 広 く 利 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
０   ル ア ー 本 体
１   釣 糸 挿 入 口
２   通 路 接 続 点
３   釣 針 挿 入 口
４   背 ビ レ
５   尾 ビ レ
６   腹 ビ レ
１ ０   釣 糸
１ １   釣 糸 挿 入 通 路
１ ２   釣 針 挿 入 通 路
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２ ０   釣 針
２ １   釣 針 先 端 部
２ ２   釣 針 曲 り 部
２ ３   釣 針 軸 部
２ ４   釣 糸 接 続 部
Ａ   ル ア ー 本 体 の 側 面 視 後 方 上 部 外 周 上 の 任 意 点
Ｂ   Ａ の 外 周 上 の 接 線
Ｃ   ル ア ー 本 体 の 側 面 視 後 方 下 部 外 周 上 の 任 意 点
Ｄ   Ｃ の 外 周 上 の 接 線
【 要 約 】
【 課 題 】 汎 用 品 の 釣 針 を 使 用 し な が ら も 、 釣 針 の 露 出 を 少 な く し た 魚 釣 用 ル ア ー を 提 供 す  
る 。
【 解 決 手 段 】 ル ア ー 本 体 ０ と 釣 針 ２ ０ と 釣 糸 １ ０ と を セ ッ ト に し た 魚 釣 用 ル ア ー で あ る 。  
釣 針 ２ ０ は 直 線 状 の 釣 針 軸 部 ２ ３ と 、 釣 針 軸 部 ２ ３ に 連 続 す る 略 孤 状 の 釣 針 曲 り 部 ２ ２ と  
、 釣 針 曲 り 部 ２ ２ に 形 成 さ れ た 釣 針 先 端 部 ２ １ を 有 し 、 釣 針 軸 部 ２ ３ の 端 部 に 形 成 さ れ た  
釣 糸 を 結 ぶ 釣 糸 接 続 部 ２ ４ を 備 え て い る 。 ル ア ー 本 体 ０ は 、 ル ア ー 本 体 ０ の 前 部 に 釣 糸 ２  
０ を 挿 入 す る こ と が 可 能 な 釣 糸 挿 入 口 １ を 有 す る 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 、 ル ア ー 本 体 ０ の 後  
部 に 釣 針 ２ ０ の 釣 針 軸 部 ２ ３ を 挿 入 す る 釣 針 挿 入 口 ３ を 有 す る 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ と 、 を 備  
え て お り 、 ル ア ー 本 体 ０ の 内 部 に て 釣 糸 挿 入 通 路 １ １ と 釣 針 挿 入 通 路 １ ２ は 繋 が り 、 釣 糸  
挿 入 口 １ よ り 挿 入 さ れ た 釣 糸 １ ０ は 釣 針 挿 入 口 ３ よ り 挿 入 さ れ た 釣 針 ２ ０ の 釣 糸 接 続 部 ２  
４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 選 択 図 】 図 ４
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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